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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
額
が

�

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
、

と
な
り
ま
し
た
。

■
前
納
制
度（
保
険
料
の
前
払
い
）

　

前
納
制
度
を
利
用
し
、現
金
で
保

険
料
を
１
年
度
分
前
納
し
た
場
合
、

毎
月
払
い
と
比
べ
て
３
３
２
０
円
の

割
引
と
な
り
、６
か
月
分
前
納
で
も

７
６
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

�

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、納
め
忘
れ

も
な
く
、と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、口
座
振
替
に
は
、当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
・
１
年
度

前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融

機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、ご
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

�

困
難
な
と
き
…

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

に
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
の
方
に
は
、在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
が
い
を
負
わ
れ
た
り
、亡
く

な
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、田
辺
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
３
２
３
）

ま
た
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

月
額  
１
５
５
９
０
円

行
政
相
談
委
員　
　

皿
山
　
守
さ
ん

担
当
区
域　
　
　

日
高
町

委
嘱
期
間

　
　
　

平
成
27
年
４
月
１
日

�

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

日
高
町
担
当
の
行
政
相
談

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た お問い合わせは、

（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

行
政
相
談
委
員
と
は

　

同
委
員
は
、行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。み
な
さ
ま
の
相
談

相
手
と
し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
相
談
を
受
付
、そ
の
解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を

無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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地区担当民生・児童委員
担当地区 氏　　名 電話番号
原　　谷 奥田　幸代 63 - 2134
池　　田 玉井　かをる 63 - 2868
萩      原 粟田　幹 ６３ - ３４９４

東光寺・内の畑 神田　秀昭 63 - 2343
内原駅前 橋本　壽賀子 63 - 3465
荊　　木 中筋　智章 63 - 2105
高家北区 野田　宏治 63 - 3451
高家南区 西本　基 63 - 3427
小　　中 湯川　泰子 63 - 2170

柏 鈴木　加代子 64 - 2320
上 志 賀 戸上　曉子 64 - 2419
久　　志 畠山　澄男 64 - 2174
中 志 賀 新田　實 64 - 3000
下 志 賀 稲葉　豊一 63 - 3162
谷　　口 藤本　使朗 63 - 2800
小　　池 五對　文代 24 - 1312
小浦・方杭 中井　廣司 64 - 2921

比井・津久野 野尻　由紹 64 - 3122
小　　坂 武内　扶 64 - 2346
産　　湯 西　茂樹 64 - 2978
阿　　尾 木村　由利子 64 - 2324
田　　杭 清原　三鈴 62 - 2600

主任児童委員
内原地区 鈴木　眞由美 63 - 2789

志賀・比井崎地区 向井　照代 64 - 3134

新たに民生児童委員に就任された
西本　基さん（高家南）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
、新
た

に
高
家
南
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に

西
本
基
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
民
生
児
童
委
員
】

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、住

民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者
と
し

て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
は
、児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、一

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
地
区
担
当
民
生
児
童
委

員
、主
任
児
童
委
員
は
、左
表
の
方
々

で
す
。

新
た
に

西
本
さ
ん（
高
家
南
）が

民
生
児
童
委
員
に
就
任

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
の
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
た
り
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
に

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
通
り
、特
設
人
権
相
談
を
開

設
し
ま
す
。１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
27
年
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所　

　

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　

悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
・
人
権
相

談
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を

�

ご
存
知
で
す
か


